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Ｐ２～４ ･･･････ 各委員会報告

Ｐ５～７ ･･･････ 一般質問

Ｐ８ ･･･････････ 議案等の審査結果

Ｐ９ ･･･････････ 請願・陳情の審査結果、意見書

Ｐ１０ ･････････ 議会報告会のお知らせ

人吉市女性消防隊の観閲風景
(平成24年１月８日開催の人吉市消防出初式にて)

～主な内容～

あけましておめでとうございます
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　本委員会に付託されました条例案件１件、予算

案件１件、陳情案件２件の審査結果を報告いたし

ます。

　「人吉市総合計画基本構想の議会の議決に関す

る条例の制定について」は、総合計画の策定根拠

が、国の方針（地方分権改革推進法等）により、

その義務付けが廃止され、法的根拠も消失してお

りますが、人吉市はこれまでどおり総合計画を策

定し、市の最上位計画として位置づけ、今後も議

会の決議案件として取り扱うために、新たに条例

を定めるものであります。

　一般会計補正予算の歳出の主なものは、総務費

において、印刷機インク等の消耗品費240万円、

ОＳ更新パソコンのリース代216万６千円、旧中

津留美術館解体及び整備工事に係る経費4,407万

円、住民基本台帳法改正に伴うシステム改修委託

料等の270万４千円、３月の県知事選挙期日前投

票所のリース代と人件費の92万７千円等であり

ます。また、消防費では、東日本大震災で殉職さ

れた消防団員（215名）の遺族への給付金に多額

を要するため、共済組合負担金引き上げに伴う負

担金1,167万４千円が主であります。

　教育費では、「放課後パワーアップ教室」の開

催に伴い、学力充実支援員７名を小学校に配置す

る経費等に210万２千円を増額。また、春風マラ

ソンの準備等に係る経費に42万４千円、給食セ

ンターの燃料費及び太陽光発電設備の耐用期限機

器の取替え工事費等の208万円が主なものであり

ます。また、公債費の元金の1,098万５千円の増

額補正は、今回、簡易保険資金の年利６％を超え

る公債費について、保証金を免除される繰上げ償

還が認められたものであります。また、諸支出金

の人吉市財政調整基金費に１億円を任意積立され

ており、予備費は1,443万９千円増額補正されて

おります。

　陳情案件「田野小学校の統廃合に関する陳情」

については、取り下げの申入れがあっておりま

す。全てを慎重に審査いたしまして、全会一致で

認めております。

総務文教委員会報告 ●委員長　川野　精一　　●副委員長　豊永　貞夫
●委　員　宮﨑　　保・平田　清吉・仲村　勝治・永山　芳宏

総合計画基本構想の議会議決条例案を承認

人吉城御館跡庭園を視察する総務文教委員会

　本委員会に付託されました議第76号平成23年

度一般会計補正予算(第７号)のうち、歳入(全款)

及び地方債の補正につきまして審査の結果を報告

いたします。

　今回の補正予算は、そのほとんどが国庫補助

金・県補助金の交付額の決定や地方債の追加・

変更による補正、国・県の補助事業の内示また

は交付決定による補正で、歳入歳出それぞれ５億

3,165万円を追加し、歳入歳出予算額を151億

819万１千円とするものです。

　委員からは、タバコ税及び軽自動車税につい

て、子ども手当交付金と地方特例交付金の中の子

ども手当との違いについてなどの質疑がありまし

た。

　慎重審査の結果、全員異議なく認めることに決

しました。

予算委員会報告 ●委員長　三倉美千子　　●副委員長　大塚　則男
●委　員　全議員
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　今回の12月議会は、去る11月22日に議会運営

委員会を開催し、会期日程等を協議いたしまし

て、会期を11月29日に開会し、12月19日を委員

長報告・採決・閉会といたしました。12月６日

から８日までの一般質問では12名の議員が登壇

いたしまして、執行部と丁丁発止の一般質問を行

いました。期間中は傍聴者席の空席が目立ちまし

たので、次回はぜひ市民の皆様方の傍聴を期待し

ております。

　また、執行部から提案された５億3,165万円

の一般会計補正予算を含む予算12件や、条例４

件、案件議案、陳情等を審議いたしました。

議会運営委員会報告 ●委員長　田中　哲　　●副委員長　西　信八郎
●委　員　宮﨑　保・大塚則男・平田清吉・松岡隼人・井上光浩・川野精一

厚生委員会報告 ●委員長　笹山　欣悟　　●副委員長　松岡　隼人
●委　員　高瀬　堅一・村口　　隆・田中　　哲・三倉美千子

　本委員会に付託されました条例案件１件、予算

案件６件、陳情案件７件について審査の結果を報

告いたします。

【条例案件】人吉市災害弔慰金の支給等に関する

条例の一部を改正する条例は、災害弔慰金の支給

対象となる遺族の範囲を死亡した者の兄弟姉妹で

その者と同居し、または生計を同じくしていた者

まで拡大するものです。

【予算案件】一般会計補正予算（第７号）は、災

害時支え合い体制づくり災害用備品購入、子育て

支援等に関する補助金、子ども手当の減額補正、

市民健診体制整備に関する経費等が主なものであ

ります。

　繰越明許費は、老人福祉センター耐震診断事業

と老人趣味の家耐震診断事業で、年度内完了が見

込めないため繰越しをするものです。

　国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

は、歳入歳出それぞれ616万２千円を減額し、

50億4,634万９千円とするもの。介護保険特別

会計補正予算（第３号）は、歳入歳出それぞれ

１億2,026万２千円を追加し、38億4,796万５千

円とするもの。介護サービス事業特別会計補正予

算（第３号）は、歳入歳出それぞれ２万９千円を

減額し、3,083万８千円とするもの。

　水道事業特別会計補正予算（第３号）は、職員

分の子ども手当法改正に伴う補正と債務負担行為

の補正が主なもの。公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）は、不用物件の売払い収入と頭無

川ポンプ場ポンプ１基のオーバーホール点検整備

が主なものであります。

　以上、条例案件１件、予算案件６件を原案どお

り認めました。

　陳第５号350万人のウイルス性肝炎患者の救済

について国への意見書提出を求める陳情は、採決

の結果、不採択となりました。なお、その他の陳

情案件６件は継続審査となりました。

平成24年４月から実施の市民健診事業費予算承認

頭無川雨水ポンプ場を視察する厚生委員会
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　本委員会に付託を受けました12月議会上程の

議案のうち、「平成23年度人吉市一般会計補正

予算(第７号)」と陳情案件の「住宅リフォーム助

成制度の実施を求める陳情」採択の経緯を報告い

たします。

　補正予算第７号は経済部所管において４,542

万８千円、建設部所管において567万７千円の増

額補正となっております。

　商工費のうち商工業振興費の増は、今年度の企

業誘致をさらに積極的に展開していくための職員

旅費などであるとの説明に対して、委員から企業

誘致に関しては、データバンクなどを活用しＤＭ

を郵送してアピールするなど、格段の努力が必要

である。また、県に対しても県南に力を注ぐよう

に、もっと強く働きかけるべきであるとの要望が

出されました。

　住宅費のうち住宅管理費の増の説明を受け、委

員から、補修費がたびたび計上されているが、市

営住宅に関しては、抜本的な改修や建て替え計画

を考慮したほうがよいのではないか。現在、建設

業界は厳しい状況にある。ぜひ前向きに検討して

ほしいという旨の要望がありました。

　予算案件は原案どおり認めました。

　次に、陳第12号「住宅リフォーム助成制度の

実施を求める陳情」は、熊本県建築労働組合人吉

球磨支部より、文言などの修正をされ、再度提出

されたものです。

　委員から、制度を創設した場合、利用しやすい

制度として展開できるかとの質問に、執行部は多

良木町の例を挙げ、22年初年度は68件、本年度

は100件を超えるような申込みがあっている。本

市が実施するとした場合、市民の方が利用しやす

いような制度となるように考えたいとの答弁があ

りました。

　執行部としても前向きに取り組みたいとのこと

であり、委員会としても経済刺激策として非常に

効果的なものになるとの判断から、慎重審査の結

果、陳第12号は全会一致で採択することに決し

ました。

経済建設委員会報告 ●委員長　村上　恵一　　●副委員長　井上　光浩
●委　員　大塚　則男・犬童　利夫・西　信八郎・森口　勝之

住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳情を採択

相良公園高木剪定業務委託現場を視察する経済建設委員会

《日野熊蔵氏》明治11年　熊本県人吉市寺町の生まれ
明治31年　陸軍士官学校卒業
昭和21年　67歳で亡くなる

　明治43年12月19日、東京の代々木練兵場(現在の代々木公園)

で、日野熊蔵陸軍大尉がドイツ製ハンス・グラーデ機、徳川好敏

陸軍大尉がフランス製アンリ・ファルマン機を操縦した日本で最

初のパイロットとされています。

日野熊蔵氏を人吉市名誉市民に選定
～日本の空を初めて飛んだ人～　　　　　　　　
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問　

婚
活
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
、
人
吉
市

の
未
婚
率
、
近
隣
自
治
体
の
取
組
み
、

国
・
県
の
対
応
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

出
会
い
の
場
が
、
時
代
や
社
会
的
要
因

で
あ
れ
ば
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
が
、
行
政
が
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
。
未
婚
率
は
、

平
成
十
七
年
度
で
男
二
四
・
三
％
、
女

十
八
・
六
％
で
、
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

県
下
で
も
未
婚
者
が
少
な
い
。
八
代
市
や

郡
内
で
は
水
上
村
、
多
良
木
町
、
あ
さ
ぎ

り
町
、
錦
町
が
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
補

助
事
業
に
は
、
熊
本
県
地
域
子
育
て
応
援

事
業
と
、
く
ま
も
と
結
婚
応
援
事
業
が
あ

る
。
今
後
は
球
磨
人
吉
で
行
う
事
業
に
婚

活
の
視
点
を
付
加
で
き
な
い
か
検
証
し
、

機
会
の
創
出
に
努
め
た
い
。

問　

法
律
が
未
整
備
の
た
め
、
高
濃
度
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
、
中
古
車
の
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
が
、
出
回
っ
て
い
る
と

聞
く
が
。　

答　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ダ
ス
ト
は
主
に
中
京
地

区
か
ら
で
あ
る
が
、
自
動
車
等
破
砕
物
の

県
外
か
ら
の
搬
入
は
無
い
。

※
法
律
の
整
備
、
県
の
検
査
体
制
強
化
と
事

業
者
の
企
業
努
力
に
つ
い
て
要
望
。

婚
活
と
大
畑
産
廃
場
の

放
射
能
対
策

田中　　哲

問　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
う
民
間
の
資
金
、
経
営
能

力
や
技
術
能
力
を
活
用
し
て
公
共
施
設
等

を
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
行
う

手
法
が
あ
る
。
事
例
と
し
て
は
、
「
道
の

駅
い
ぶ
す
き
」
が
あ
る
が
、
執
行
部
と
し

て
、
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
道
の
駅
の

事
業
展
開
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

答　
｢

道
の
駅
い
ぶ
す
き｣

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

よ
っ
て
建
設
後
、
民
間
経
営
で
十
分
に
採

算
経
営
が
図
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
、
一

度
に
多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
や
地
元
企
業
の
積
極
的
参
加

な
ど
の
課
題
も
あ
る
よ
う
だ
。
建
設
部
も

含
め
た
関
連
各
課
と
の
協
議
を
始
め
、
市

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
様
々
な
検
討
が
必

要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

採
算
性
が
高
い
事
業
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
向
い

て
い
る
。
市
長
は
物
産
館
そ
し
て
観
光
情

報
発
信
基
地
と
し
て
の
道
の
駅
の
必
要
性

を
感
じ
な
い
か
。

答　

Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
に
観
光
案
内
所
を
設
け
る

な
ど
し
て
き
た
。
も
う
一
つ
の
玄
関
口
で

あ
る
人
吉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
整

備
を
進
め
、
従
来
の
道
の
駅
に
ウ
ェ
ル
カ

ム
セ
ン
タ
ー
を
加
え
た
施
設
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
、
道
の
駅

事
業
展
開
の
可
能
性

村上　恵一

問　

キ
ク
ラ
ゲ
の
栽
培
に
つ
い
て
、
農
商
工

連
携
と
産
学
官
連
携
体
制
の
構
築
を
行

い
、
商
品
開
発
や
通
販
サ
イ
ト
の
立
ち
上

げ
等
販
路
の
拡
大
を
通
し
て
、
生
産
者
の

更
な
る
所
得
向
上
に
努
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

答　

栽
培
指
導
、
発
生
操
作
、
生
産
者
の
健

康
管
理
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
。

問　

お
庭
御
覧
に
つ
い
て
、
文
化
芸
術
関
係

事
業
の
更
な
る
充
実
と
、
お
庭
を
磨
き
上

げ
、
観
光
に
結
び
付
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

答　

本
市
に
は
、
相
良
文
化
の
潜
在
力
の
高

さ
を
感
じ
る
優
良
な
庭
が
点
在
し
て
い

る
。
今
後
は
、
市
民
み
ん
な
で
庭
園
本
来

の
姿
を
再
生
し
、
文
化
財
の
指
定
や
登
録

の
実
現
化
を
図
る
。

問　

子
ど
も
若
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
ま

れ
て
か
ら
就
労
ま
で
の
流
れ
の
中
で
一
貫

し
た
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
に
伴
い
、
組
織
機
構
を
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
の
で
、
組
織

機
構
の
見
直
し
を
含
め
て
、
検
討
し
て
い

く
。

※
そ
の
他
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
栽
培
に
つ
い

て
、
親
学
に
つ
い
て
、
放
課
後
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
教
室
に
つ
い
て
質
問
。

キ
ク
ラ
ゲ
の
栽
培
とお

庭
御
覧
等

松岡　隼人

問　

こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
「
え
ん
農
」
を
提
言
し
た
い
。
一

つ
目
は
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
続
け
ら
れ
る
延
び
る
「
延
農
」
、

二
つ
目
は
消
費
者
と
連
携
し
応
援
す
る
、

ま
た
は
、
地
域
で
応
援
し
あ
う
「
援

農
」
、
三
つ
目
は
地
縁
血
縁
で
農
地
を
受

け
継
ぎ
守
る
「
縁
農
」
、
四
つ
目
は
お
金

を
稼
ぎ
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
「
円
農
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
「
え
ん
農
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
農
業
振
興
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
が

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

大
変
興
味
深
く
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

と
考
え
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
演

出
し
て
見
せ
る
「
演
農
」
、
も
う
一
つ

は
、
地
産
地
消
が
基
本
だ
が
生
産
さ
れ
た

農
産
物
が
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
輸
出
で
き
る

「
遠
農
」
も
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
農
業
の
政
策
決
定
を
確

立
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

※
そ
の
他
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
、
市
民

健
診
、
人
吉
市
子
牛
保
留
に
関
す
る
条
例

改
正
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

農
業
政
策

キ
ー
ワ
ー
ド
は
“
え
ん
農
”

笹山　欣悟
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問　

Ｓ
Ｌ
の
運
行
状
況
、
観
光
振
興
と
新
幹

線
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答　

平
成
二
十
三
年
は
、
十
一
月
十
三
日

で
、
運
行
本
数
百
六
十
六
本
、
三
万
千
人

が
乗
車
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
の
間
で

お
も
て
な
し
の
心
が
培
わ
れ
交
流
も
生
ま

れ
た
。

　

新
幹
線
開
業
前
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ

深
刻
な
状
況
だ
っ
た
が
、
五
月
か
ら
徐
々

に
回
復
基
調
に
な
り
、
沿
線
都
市
で
は
な

い
が
、
関
西
・
中
国
方
面
の
方
が
増
え
て

い
る
。

問　

来
年
以
降
の
施
策
の
考
え
は
。

答　

人
吉
球
磨
に
は
、
多
く
の
観
光
列
車
が

あ
る
。
自
然
を
満
喫
で
き
る
ス
ロ
ー
な
旅

を
提
案
し
、
沿
線
に
あ
る
鉄
道
遺
産
の

活
用
に
よ
り
、
観
光
客
増
加
を
促
進
し
た

い
。
Ｄ
51
の
復
活
、
人
吉
球
磨
の
自
然
、

相
良
七
百
年
な
ど
、
可
能
性
あ
る
も
の
に

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。
奥
球
磨

や
五
木
方
面
へ
も
観
光
客
を
誘

い
ざ
な

う
こ
と
に

よ
り
、
人
吉
球
磨
が
一
体
と
な
っ
た
様
々

な
施
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

※
今
後
の
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
と
、
安
愚
楽
牧
場
倒
産
に
伴
う
現
状
と

今
後
の
跡
地
に
つ
い
て
質
問
。

Ｓ
Ｌ
・
九
州
新
幹
線
開
業

に
よ
る
観
光
振
興
は

宮﨑　　保

問　

現
在
、
人
吉
市
に
は
女
性
の
意
見
を
幅

広
く
聴
い
た
り
、
市
か
ら
の
情
報
を
く
ま

な
く
伝
え
る
女
性
を
代
表
す
る
会
は
あ
る

か
。

答　

市
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
を
持
ち

活
動
し
て
い
る
各
種
女
性
団
体
は
多
数
あ

る
。
町
内
会
活
動
・
校
区
公
民
館
活
動
の

中
で
女
性
部
を
組
織
し
て
い
る
所
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
各
種
女
性
団
体
を
代
表
す
る

組
織
は
な
い
。

問　

女
性
の
意
見
を
幅
広
く
聴
く
な
ど
の
た

め
「
女
性
を
代
表
す
る
会
」
の
設
立
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

女
性
を
代
表
す
る
組
織
を
つ
く
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
が
、
私
の
意
志
が
反
映
さ

れ
ず
難
し
い
問
題
と
思
っ
て
い
る
。
今

度
は
町
内
会
長
・
女
性
部
各
種
団
体
・
多

く
の
市
民
の
皆
様
方
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
女
性
を
代
表
す
る
組
織
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

南
相
馬
市
へ
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
を
今
後
続
け
ら
れ
る
予
定
は
あ
る
の

か
。

答　

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
援
助
活
動
が
必

要
と
実
感
し
た
。
南
相
馬
市
へ
末
永
く
支

援
を
続
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
。

女
性
を
代
表
す
る
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

三倉美千子

問　

経
済
振
興
策
の
一
つ
と
し
て
昨
年
設
置
さ

れ
た
地
産
他
商
推
進
室
の
事
業
内
容
と
今
後

の
施
策
は
。

答　

地
産
他
商
推
進
室
は
販
路
拡
大
と
企
画
開

発
を
目
的
に
設
置
し
、
大
消
費
地
へ
の
売
り

込
み
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
展
開
し

て
き
た
。
具
体
例
と
し
て
は
、
藤
田
観
光
株

式
会
社
へ
の
農
産
物
納
入
ル
ー
ト
を
形
づ
く

る
こ
と
が
で
き
、
大
都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
二
回
実
施
し
た
。

　

今
後
も
本
市
の
提
供
す
る
安
全
安
心
な
農

産
物
や
物
産
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
取
り
組
み
、
本
市
経
済
活
性
化

の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。

問　

観
光
客
は
増
え
て
き
て
い
る
と
感
じ
る

が
、
観
光
施
策
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

鉄
道
遺
産
群
は
Ｓ
Ｌ
人
吉
の
運
行
、
相
良

七
百
年
の
歴
史
と
文
化
財
は
青
井
阿
蘇
神
社

の
国
宝
指
定
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
ら
変
わ

ら
な
い
も
の
に
対
し
ア
ニ
メ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
流
行
、
変
化
あ
る
も
の
に
も
光
を
当

て
、
振
興
に
取
り
組
み
た
い
。

※
今
後
の
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
質
問

し
、
個
人
負
担
の
軽
減
や
生
活
環
境
の
向
上

を
要
望
し
た
。

経
済
振
興
策
の
現
状
と
今
後
は

井上　光浩

問　

現
在
の
図
書
館
は
、
場
所
が
わ
か
り
づ

ら
く
、
ス
ペ
ー
ス
も
狭
い
と
考
え
る
が
、

今
の
ま
ま
で
蔵
書
を
増
や
す
こ
と
は
可
能

か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
本
を
増
や
す
と
な

る
と
書
架
、
書
庫
の
確
保
が
不
可
欠
。
床

面
積
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
り
今
後
、

蔵
書
の
充
実
に
向
け
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
協
議
し
取
組
み
を
進
め
た
い
。

問　

文
化
を
育
む
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
育
む
場
所
と
し
て
、
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
高
め
る
た
め
に
も
、
気
軽
に
入

館
で
き
る
独
立
し
た
図
書
館
が
必
要
と
考

え
る
が
。

答　

他
市
に
比
べ
蔵
書
数
、
貸
出
冊
数
、
購

入
費
は
ひ
け
を
と
ら
な
い
が
、
床
面
積
が

狭
く
不
便
を
か
け
て
い
る
の
で
、
床
面
積

と
学
習
室
の
拡
充
を
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
の
改
修
と
と
も
に
図
り
た
い
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
の
早
期
実

現
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

市
民
の
皆
様
の
強
い
要
望
も
承
知
し
て

い
る
。
第
五
次
総
合
計
画
に
盛
込
み
、
実

現
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

人
吉
市
図
書
館
の
現
状
と

建
設
に
向
け
て

大塚　則男
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問　

市
所
有
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
各
施
設
の
年

間
利
用
状
況
及
び
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
年
間

利
用
状
況
は
。

答　

川
上
球
場
一
万
五
二
八
人
、
第
一
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
二
万
九
，三
八
五
人
、
村
山
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
万
二
，一
二
六
人
、
田

野
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
，〇
〇
三
人
、
市
民

プ
ー
ル
一
万
二
八
一
人
、
射
撃
場
二
四
〇

人
、
梢
山
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
七
，七
一
八

人
、
相
撲
場
一
六
八
人
。

　

ナ
イ
タ
ー
施
設
は
、
第
一
市
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
七
，九
八
四
人
、
村
山
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
三
，五
一
五
人
、
市
民
プ
ー
ル

七
六
〇
人
が
利
用
し
て
い
る
。

問　

第
一
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
照

明
は
照
度
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
。

答　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
場
合
は
達
し
て
い
る

が
、
軟
式
野
球
の
場
合
は
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。

問　

第
一
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
の
増
設

な
ど
検
討
を
す
る
考
え
は
。

答　

市
民
の
健
康
拠
点
と
な
る
の
で
、
改
善

に
向
け
て
、
財
政
面
を
踏
ま
え
な
が
ら
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
他
に
、
議
会
改
革
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
お

け
る
本
市
の
関
わ
り
、
通
学
路
の
街
灯
設

置
、
市
道
の
安
全
対
策
と
管
理
に
つ
い
て

を
質
問
し
ま
し
た
。

問　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い

学
校
に
つ
い
て
の
支
援
体
制
づ
く
り
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
に
お
い
て
学
校
、
公

民
館
、
関
係
団
体
等
と
協
議
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
体
制
づ

く
り
を
模
索
し
、
補
助
事
業
等
の
活
用
も

含
め
て
検
討
す
る
。

問　

大
畑
麓
町
に
あ
る
市
指
定
史
跡
「
笹
原

番
所
」
は
、
交
通
遺
跡
と
し
て
価
値
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
の
修
理
や
活
用
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　

で
き
る
だ
け
早
急
に
修
理
に
着
手
で
き

れ
ば
と
考
え
る
が
、
保
存
状
態
に
関
し
て

県
下
で
も
数
少
な
い
良
好
な
遺
跡
と
聞
く

の
で
、
希
少
な
交
通
遺
跡
と
し
て
史
跡
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
用
を
考

え
て
い
く
。

※
そ
の
他
、
農
家
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
今

年
度
の
実
績
・
問
題
点
、
来
年
度
か
ら
始

ま
る
戸
別
所
得
補
償
経
営
安
定
推
進
事
業

に
お
け
る
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

内
容
に
つ
い
て
。
委
託
補
助
事
業
で
あ
る

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
事
業
に
つ

い
て
。
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

第
一
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

方
向
性
に
つ
い
て

学
校
支
援
体
制
づ
く
り
と

笹
原
番
所
に
つ
い
て

村口　　隆

西　信八郎

問　

人
吉
の
町
並
み
に
つ
い
て
、
高
層
建
物

の
高
さ
の
制
限
は
で
き
な
い
か
。

答　

人
吉
都
市
計
画
に
よ
り
、
第
一
種
低

層
住
居
専
用
地
域
に
お
い
て
十
メ
ー
ト

ル
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
お

い
て
十
二
メ
ー
ト
ル
、
風
致
地
区
に
お
い

て
は
、
県
条
例
に
よ
り
建
築
物
の
高
さ
は

九
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
許
可
基
準
が
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
都
市
計
画
区
域
に
つ
い

て
は
、
用
途
地
域
ご
と
に
建
築
物
の
用
途

や
建
ぺ
い
率
は
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
高

さ
の
制
限
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
建
築

物
の
高
さ
の
制
限
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
あ
り
、
市
民
の
皆
様
と
十
分
協
議
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
課
題
と
考
え
て
い

る
。

問　

景
観
行
政
団
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
、
景
観
行
政
団
体
を
目

指
す
の
か
。

答　

相
良
七
百
年
の
歴
史
を
誇
る
こ
の
人
吉

の
町
並
み
を
守
り
、
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
現
在
に
生
き
る
者

の
重
要
な
責
務
だ
と
考
え
て
い
る
。
ご
提

案
の
と
お
り
で
き
る
だ
け
早
く
景
観
行
政

団
体
と
な
り
、
景
観
行
政
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

人
吉
の
町
並
み
と
景
観
は

仲村　勝治

問　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

実
績
に
応
じ
て
換
金
可
能
な
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
方
が
積
極
的
に
地
域
に
貢

献
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
支
援
し
、
社
会

活
動
を
通
し
た
高
齢
者
自
身
の
健
康
増
進

を
図
り
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
未
経
験
の
方
も
活
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
こ
れ
ら
を

目
的
と
し
た
こ
の
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

答　

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
高
齢

者
と
な
ら
れ
、
高
齢
化
に
益
々
拍
車
が
か

か
り
、
介
護
予
防
事
業
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

は
、
財
政
面
も
含
め
、
検
討
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
。

問　

全
国
的
に
節
電
対
策
を
さ
れ
て
い
る

中
、
本
庁
舎
の
蛍
光
灯
を
、
節
電
効
果
の

高
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
に
変
更
す
る
考
え

は
。

答　

現
在
の
本
庁
舎
の
蛍
光
灯
は
、
五
年
前

に
節
電
効
果
の
高
い
蛍
光
灯
へ
変
更
し
て

い
る
た
め
、
投
資
効
果
か
ら
も
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
計
画
は
な
い
が
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

に
つ
い
て

豊永　貞夫
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平成23年12月定例会の議案等の審査結果

番　　号 	 件　　　　　　　　　　名 議決結果

議第69号 平成22年度人吉市水道事業特別会計決算の認定について 原案認定

議第74号 平成22年度人吉市歳入歳出決算認定について 原案認定

議第75号 平成23年度　人吉市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議第76号 平成23年度　人吉市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議第77号 平成23年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第78号 平成23年度　人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第79号 平成23年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第80号 平成23年度　人吉市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第81号 平成23年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第82号 平成23年度　人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第83号 平成23年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第84号 平成23年度　人吉市水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第85号 平成23年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議第86号 平成23年度　人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議第87号 人吉市職員の給与に関する条例及び人吉市職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第88号 人吉市総合計画基本構想の議会の議決に関する条例の制定について 原案可決

議第89号 人吉市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 原案可決

議第90号 人吉市子牛保留奨励に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議第91号 名誉市民の選定について 原案可決
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野
田
佳
彦
首
相
は
、
今
年

十
一
月
に
米
国
ハ
ワ
イ
州
で
開

催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳

会
議
に
お
い
て
、
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と

協
議
に
入
る
と
表
明
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
単
に
物

品
の
関
税
撤
廃
に
と
ど
ま
ら
ず
、

金
融
、
保
険
、
医
療
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
関
す
る
仕
組
み

の
変
更
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
国
家
の
安
全
保
障
問
題
を

含
め
、「
国
の
か
た
ち
」
が
一
変

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

　

現
在
我
が
国
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策
へ
の

取
り
組
み
途
上
で
あ
り
、
こ
の

交
渉
参
加
表
明
は
、
被
災
地
域

の
重
要
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
の
復
興
へ
の
努
力
や
気
持
ち

を
挫
き
、
復
興
の
足
か
せ
に
な

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
大
震
災
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
や
経
済

の
あ
り
方
を
見
直
す
動
き
も
あ

り
、
す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
、
安
全

で
安
心
で
き
る
食
料
を
安
定
的

に
消
費
で
き
る
社
会
を
望
ん
で

い
る
現
状
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
国
の
在
り
方
に
か

か
わ
る
重
要
な
問
題
を
内
包
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

民
の
議
論
が
熟
さ
な
い
ま
ま
、

拙
速
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明

に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
極
め
て

遺
憾
で
あ
り
、
断
固
と
し
て
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
現
在
の
危
機
的
状

況
を
踏
ま
え
、
左
記
の
と
お
り

対
応
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

記

一
、
未
曾
有
の
大
震
災
、
原
発

事
故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が

最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

国
内
農
業
や
地
域
経
済
の
振

興
と
は
両
立
で
き
る
も
の
で

は
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に

向
け
た
協
議
は
直
ち
に
中
止

す
る
こ
と
。

二
、
農
産
物
貿
易
ル
ー
ル
は
、

食
料
安
全
保
障
を
含
む
農
業

の
多
面
的
役
割
の
発
揮
と
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
で
決
定
し
た
食
料
自
給
率

の
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
・
安
心
や
環
境
保

全
な
ど
、
国
民
の
期
待
に
応

え
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

12月議会で次の意見書を採択し、
内閣総理大臣や衆参両院議長など

関係機関へ提出

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定(

Ｔ
Ｐ
Ｐ)

交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書

委　　員　　会 請　願　・　陳　情　の　内　容 審査結果

総務文教委員会
田野小学校の統廃合に関する陳情 撤　　回

道州制・地域主権改革問題についての陳情 継続審査

厚 生 委 員 会

350万人のウイルス性肝炎患者の救済について国への意見書提出を
求める陳情

不 採 択

認可外保育施設に通う子ども達への助成を求める陳情 継続審査

最低保障年金制度の創設を求める陳情 継続審査

国民健康保険療養費国庫負担金の調整(減額)廃止を求める陳情 継続審査
改正介護保険制度の充実に関することを求める意見書の提出に関す
る陳情

継続審査

国民健康保険財政への国庫負担割合を増やすことを求める意見書の
提出に関する陳情

継続審査

大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情 継続審査

経済建設委員会

｢住宅リフォーム助成制度｣の実施を求める陳情(H23.6.14提出) 撤　　回

｢住宅リフォーム助成制度｣の実施を求める陳情(H23.11.11提出) 採　　択

歴史ある曼荼羅川の再生を願う陳情 継続審査

請願・陳情の審査結果について
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編
集
後
記

【
議
会
報
編
集
委
員
会
】

委
員
長
／
永
山
芳
宏

副
委
員
長
／
森
口
勝
之

委
　
　
員
／
宮
﨑
　
保
・
高
瀬
堅
一

大
塚
則
男
・
犬
童
利
夫

豊
永
貞
夫
・
笹
山
欣
悟

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
四
年
に
一
度
の
統
一
地

方
選
挙
で
し
た
が
、
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
、
さ
ら

に
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
れ

と
、
日
本
の
安
全
安
心
の
神
話
を

覆
す
大
惨
事
と
な
り
、
重
苦
し
い

中
で
の
選
挙
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
幾
多
の
惨

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に

国
民
一
同
堪
え
忍
び
今
日
の
日
本

経
済
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
努
力
・
精
神
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
皆
様
と
の

絆
を
大
切
に
向
こ
う
三
軒
両
隣
の

精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
安
全
安

心
な
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
議

員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
て
今
年
は
、
人
吉
市
制
七
十

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
歴
史
の
重

み
と
人
吉
を
築
か
れ
た
先
輩
諸
氏

に
感
謝
し
な
が
ら
、
皆
様
と
共
に

素
晴
ら
し
い
記
念
式
典
を
迎
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
人
吉
市

議
会
は
執
行
部
と
共
に
皆
様
の
生

活
向
上
・
安
定
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(

文
責:

大
塚
　
則
男)

次
の
定
例
会
は
三
月
で
す

及び意見交換会

TEL.24－9192


